
 

   

Ｑ1. 被相続人の死亡によって取得した生命保険金や損害保険金で、その保険料の全部又は一部を被相続人が負担していたものは、相続税の課税対象となり、次の算式によって

計算した非課税限度額を超えるとき、その超える部分が相続税の課税対象になります。 

【算式】 500万円 × 法定相続人の数 （注）＝ 非課税限度額 

（注）法定相続人の数は、相続の放棄をした人がいても、その放棄がなかったものとした場合の相続人の数をいいます。また、法定相続人の中に養子がいる場合、法定相続人の数に含める養子の数は、実子がい

るときは1人、実子がいないときは2人までとなります。 

 その場合、相続の放棄をした長女は生命保険金を受け取ることができるか。また、受取ることができる場合に、長女が受け取った生命保険金について非課税の規定の適用を

受けることができますか。 

 

【答え】 

 

① 生命保険金は受取人固有の財産であることから、相続を放棄した長女も生命保険金を受け取ることができる。また、生命保険金の非課税の適用も受けることができる。 

 

② 長女は生命保険金を受け取ることができるが、相続の放棄をしていることから生命保険金の非課税の適用を受けることはできない。 

 

 

【解答】 

生命保険金の非課税規定の適用は、相続人が受け取った場合に限り適用があります。②が正しい。 

 

【解説】 

生命保険は、受取人固有の財産であることから、遺産分割協議を経ることなく、保険金受取人が取得することができます。そのため、相続の放棄があっても生命保険金を受け取る

ことができます。また、原則として、遺留分を計算する上での遺留分算定基礎財産に含まれません。 

しかし、相続人以外の人が取得した死亡保険金には非課税規定の適用はありません。そのため、相続を放棄した長女は相続人ではないため、生命保険金の非課税金額の適用を受け

ることはできません。 
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